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明
け
、
日
の
出
、
夕
日
は
年

を
通
し
て
の
風
景
な
の
に
、

全
て
が
雪
に
覆
わ
れ
た
冬
だ

か
ら
こ
そ
の
色
彩
の
変
化
や

美
し
さ
だ
。

し
ぶ
き
氷
、
氷
柱
、
氷
瀑

厳
し
い
自
然
条
件
で
の
み

見
ら
れ
る
現
象
は
、
そ
の
生

成
も
限
ら
れ
る
。
そ
ん
な
貴

重
な
場
面
の
写
真
に
驚
く
。

猪
苗
代
湖
東
岬
の
澄
み
き
っ

た
し
ぶ
き
氷
が
印
象
的
。
全

面
凍
結
し
た
氷
瀑
に
息
を
の

む
美
し
さ
と
神
々
し
さ
。
雪

を
か
き
分
け
辿
り
着
く
の
も

大
変
。
気
力
、
体
力
、
技
術

が
伴
っ
て
の
作
品
だ
。
な
じ

み
の
あ
る
春
秋
の
風
景
は
あ

る
も
の
を
写
す
の
に
、
雪
で

隠
さ
れ
た
場
面
で
は
、
冬
場

な
ら
で
は
の
作
画
が
重
要

で
、
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
も

の
に
な
る
。
先
ず
は
外
に
出

て
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
ろ
う
。

（
秋
葉
健
一
記
）

セ
ミ
ナ
ー
は
１
月
21
日
実
施

し
ま
し
た
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

も
ご
覧
下
さ
い
。

青
み
を
つ
け
て
透
明
感

凍
り
つ
い
た
湖
面
の
透
明

感
や
寒
々
と
し
た
感
じ
は
青

み
を
つ
け
て
表
現
す
る
。
機

種
に
も
よ
る
が
、
色
温
度
で

調
整
で
き
る
。
湖
面
模
様
は

そ
れ
ぞ
れ
の
湖
で
刻
々
と
変

化
す
る
。
大
き
な
写
り
込
み

か
ら
小
さ
な
造
形
ま
で
神
秘

的
な
自
然
現
象
で
あ
る
。

朝
夕
の
光

茶
臼
岳
の
朝
焼
け
、
磐
梯

山
の
夕
暮
れ
、
日
が
落
ち
て

反
射
で
黄
金
色
に
輝
く
湖
面

な
ど
息
を
の
む
美
し
さ
。
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（１）

★

令
和
４
年
度
年
会
費
の

納
入
の
お
願
い

今
年
度
の
総
会
開
催
時
に
ご

入
金
で
き
な
か
っ
た
会
員
の
方

は
直
接
お
振
込
み
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

年
会
費
（
３
、
０
０
０
円
）

は
、
遅
延
の
方
も
左
記
い
ず
れ

か
の
口
座
宛
お
振
込
み
下
さ

い
。
振
込
手
数
料
は
ご
負
担
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
七
十
七
銀
行
旭
ケ
丘
支
店

普
通

５
２
７
２
５
９
９

東
北
風
景
写
真
家
協
会

●
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

１
８
１
９
０

-

１
４
３
８
８
８
８
１

ト
ウ
ホ
ク
フ
ウ
ケ
イ

シ
ャ
シ
ン
カ
キ
ョ
ウ
カ
イ

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

会
計
担
当

孫
田
幹
事
宛

０
９
０-

２
３
６
０-

２
９
７
３

《
節
約
術
》
七
十
七
銀
行
旭
ケ

丘
支
店
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
キ
ャ
ッ
シ

ュ
カ
ー
ド
利
用
振
込
で
振
込
手

数
料
は
無
料
に
な
り
ま
す
。

○

第
８
回
定
禅
寺

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

優
秀
賞

「
聖

夜
」

高
瀬

英
雄

○
丸
森
町
沢
尻

棚
田
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

特

選

「
空
鏡
の
棚
田
」

小
檜
山

裕
行

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す

(

敬
称
略)

各
種
コ
ン
テ
ス
ト
に
て

受
賞
・
入
賞
さ
れ
ま
し
た

会
員
、
ま
た
、
写
真
誌
に

掲
載
さ
れ
ま
し
た
会
員
情

報
等
は
、
連
絡
可
能
な
幹

事
あ
て
ご
連
絡
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

お
知
ら
せ

椎
名
亮
介
の
冬
景
色
・
撮
影
ポ
イ
ン
ト

冬
の
印
象
を
ど
う
表
現
し

て
感
動
を
伝
え
る
か
。

セ
ミ
ナ
ー
や
撮
影
実
習
で

何
度
も
お
世
話
に
な
っ
て
い

る
椎
名
亮
介
先
生
に
お
話
し

を
伺
っ
た
。
色
調
に
乏
し
く

単
調
な
冬
景
色
を
捉
え
る
主

要
な
ポ
イ
ン
ト
を
あ
げ
る
。

光
と
影

雲
の
流
れ
で
光
の
方
向
が

変
わ
り
、
白
一
色
の
雪
原
で

も
そ
の
表
情
が
変
わ
る
。
樹

木
の
影
を
捉
え
て
ダ
イ
ナ
ミ

ッ
ク
に
表
現
す
る
。
同
じ
よ

う
な
雪
原
で
も
光
と
影
の
切

り
取
り
方
で
、
奥
行
き
や
立

体
感
の
あ
る
表
現
も
可
能
に

な
る
。
起
伏
の
あ
る
場
所
や

斜
面
を
利
用
し
て
白
一
色
に

変
化
つ
け
て
、
リ
ズ
ミ
カ
ル

な
影
模
様
を
撮
る
。
カ
メ
ラ

ア
ン
グ
ル
を
工
夫
し
て
影
の

方
向
や
遠
近
感
に
気
を
配

る
。草

木
単
調
な
雪
面
や
湖
面
で
は

枯
れ
木
や
冬
枯
れ
の
草
を
ア

ク
セ
ン
ト
に
し
て
、
画
面
を

構
成
す
る
。
笹
や
葦
も
風
に

よ
る
ゆ
ら
ぎ
を
入
れ
季
節
感

を
だ
す
。
雪
を
被
っ
た
木
の

実
の
彩
は
冬
の
風
物
の
モ
チ

ー
フ
に
な
る
。
風
情
の
あ
る

切
り
取
り
、
絞
り
を
開
い
て

写
し
て
み
よ
う
。

定

期

総

会

開

催

椎名亮介顧問

問
に
よ
る
ス
ラ
イ
ド
＆
ト

ー
ク
セ
ミ
ナ
ー
「
椎
名
亮
介

の
冬
景
色
・
撮
影
ポ
イ
ン

ト
」
を
開
催
。

返
信
ハ
ガ
キ
で
は
参
加

予
定
者
44
名
で
し
た
が
、

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
か
、
セ

ミ
ナ
ー
29
名
、
総
会
28
名
の

会
員
に
参
加
頂
き
、
委
任

状
30
名
で
在
籍
85
名
の
過

半
数
を
超
え
、
総
会
は
成

立
し
ま
し
た
。

椎
名
顧
問
の
セ
ミ
ナ
ー

東
北
風
景
写
真
家
協
会
第

16
回
定
期
総
会
を
、
去
る

１
月
21
日
（
金
）
午
後
、
日

立
シ
ス
テ
ム
ズ
ホ
ー
ル
仙

台
・
エ
ッ
グ
ホ
ー
ル
に
て
開

催
し
ま
し
た
。

今
回
は
新
型
コ
ロ
ナ
感

染
対
策
で
、
会
場
の
テ
ー
ブ

ル
を
倉
庫
に
収
納
、
椅
子

は
前
後
左
右
に
密
に
な
ら

な
い
様
間
隔
を
空
け
て
45

席
設
置
し
ま
し
た
。

総
会
前
に
椎
名
亮
介
顧

総
会
は
岡
部
監
事
の
司

会
で
開
催
宣
言
。
竹
内
会

長
の
挨
拶
後
、
定
足
数
確

認
の
上
総
会
成
立
を
報

告
。
議
長
選
任
で
秋
葉
副

会
長
を
選
出
。
議
事
の
進

行
に
入
り
ま
し
た
。

「
議

事
」

①
２
０
２
１
年
度

事
業
報
告

②
２
０
２
１
年
度

収
支
報
告

③
会
計
監
査
報
告

は
色
調
少
な
い
単
調
な
冬

景
色
を
如
何
に
捉
え
る

か
、
２
０
０
点
以
上
の
作

品
を
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
で
ス

ク
リ
ー
ン
に
表
示
し
、
ポ
イ

ン
ト
の
説
明
を
頂
き
ま
し

た
。総

会
及
び
セ
ミ
ナ
ー
の

何
れ
に
も
参
加
出
来
な
か

っ
た
会
員
の
皆
様
に
は
、
当

日
配
布
し
た
総
会
資
料
な

ど
を
郵
送
手
配
し
ま
し

た
。

④
２
０
２
２
年
度

事
業
計
画
（
案
）

⑤
２
０
２
２
年
度

収
支
計
画
（
案
）

⑥
役
員
改
選

⑦
そ
の
他

以
上
の
議
事
を
討
議
し
、

賛
成
多
数
に
よ
り
全
て
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

⑥
の
役
員
改
選
で
は
進
藤

副
会
長
兼
幹
事
長
代
理
を
副

会
長
は
退
任
、
幹
事
長
代
理

を
幹
事
長
に
変
更
、W

E
B

担

当
幹
事
の
名
久
井
馨
氏
は
盛

岡
市
に
移
転
の
為
退
任
、
阿

部
和
之
会
報
編
集
幹
事
が

W
E
B

担
当
幹
事
を
兼
任
す
る

事
に
し
ま
し
た
。

例
年
実
施
の
総
会
終
了
後

懇
親
会
は
コ
ロ
ナ
禍
に
て
中

止
と
致
し
ま
し
た
。

総会状況：竹内会長の挨拶

お

願

い

東北風景写真家協会

作品展担当幹事

平素より会の運営にご協力を頂き厚くお礼を申し上げます。

さて、第７回作品展の開催がいよいよ迫ってまいりました。作品展開催の考え方、実

施要領について以下、ご案内致します。

（１）第７回作品展は、コロナ禍の中で二度の延期を余儀なくされました。メディアテ

ークの改修工事が予告されたことに伴い、急遽５月の開催（５月６日～５月１１日）の

運びとなりました。基本的には仙台市のコロナ対応に準拠して、公共施設（メディアテ

ーク等）が開いている場合は、コロナ対策に十分配慮して開催に臨みたいと考えており

ます。

（２）出展予定者の皆様には、別紙「第７回作品展実施要領のご案内（中間連絡）」を

お送りしております。作品選び等、実施要領に基づき遺漏の無いようにご準備をお願い

致します。

（３）従来、選考会は二日の日程で行っていましたが、今回はコロナの状況が不透明な

こともあり、選考会を一日に規模を縮小し、合わせて個別選考会（竹内先生との個別的

相談会）を行うこととしました。選考会の詳細は「作品展実施要領（中間連絡）」及び

「選考会実施要領書」をご確認願います。なお、今回の選考会にお申込みで無い方もご

相談ごとがあれば、随時先生、作品担当幹事にご相談下さい。

（４）出展者には季報と同封して「出展作品等登録票」（返信ハガキ）もお送りしてお

ります。登録票は今後の作品展準備作業の進捗に関わる不可欠なものですので、必ず

２０２２年３月２５日（金）までに返信をお願いします。

また、登録票の「展示会当番担当日の申告欄」に希望日を２日以上ご記入下さい。

当番日は返信ハガキの到着順に決めますので、都合のある方は早めの投函をお願いしま

す。

（５）作品展の場が、東北風景写真家協会の会員を始め写真愛好者皆様の素晴らしい集

いの場となることを願っております。

会員及び出展予定皆様のご協力を改めてお願い申し上げます。

第７回作品展「美しい日本」について

東北風景写真家協会企画

日本を代表する風景

「富士山とさくら絶景撮影ツアー」を実施します

●撮影ポイント

・忍 野 村：日本の原風景・茅葺家屋と富士山とさくら風景

・山 中 湖：朝焼けの富士山

・河 口 湖：湖畔の富士山とさくら風景

・朝霧高原 ：富士山と鯉のぼりの撮影

●実施日 令和４年４月５日（火）～７日（木）

●旅行費用 ７８,０００円 GOTOトラベル適用時は割引

になります

同封のチラシをご覧いただき多くの皆様のご参加をお待ちして

おります

協賛：東北フォトウォーキングクラブ

富士山とさくら絶景撮影ツアー
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日
ご
ろ
気
軽
に
で
か
け
る

と
こ
ろ
は
誰
に
も
あ
る
だ
ろ

う
。
私
に
と
っ
て
近
郊
の
七
ツ

森
湖
周
辺
は
そ
の
一
つ
で
も

あ
る
。
四
季
を
通
じ
て
自
然
の

移
ろ
い
を
感
じ
ら
れ
る
と
こ

ろ
だ
。
散
歩
が
て
ら
に
シ
ャ
ッ

タ
ー
チ
ャ
ン
ス
に
出
会
え
れ
ば

な
お
嬉
し
く
な
る
。

七
ツ
森
湖
畔
周
辺
に
は
千

本
の
桜
が
植
栽
さ
れ
て
い
る

そ
う
で
、
桜
の
種
類
も
多
く
開

花
の
時
期
も
長
い
。
特
に
、
ダ

ム
の
下
方
に
あ
る
四
十
八
滝

運
動
公
園
一
帯
は
沢
山
の
ソ

今
回
は
今
注
目
さ
れ
て
い

る
、
大
型
１
イ
ン
チ
の
受
光

素
子
を
搭
載
し
た
ス
マ
ホ

（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
）
の
新
製

品
を
今
ま
で
も
写
真
撮
影
用

機
種
に
注
力
し
て
き
た
、
ソ

ニ
ー
と
シ
ャ
ー
プ
か
ら
発
表

さ
れ
て
い
ま
す
。
い
よ
い
よ

ス
マ
ホ
で
の
写
真
撮
影
が
本

格
的
に
な
る
時
代
が
き
た
の

で
は
と
、
関
心
を
集
め
て
い

ま
す
。

ス
マ
ホ
の
受
光
素
子
は
一

般
的
に
コ
ン
デ
ジ
（
コ
ン
パ

ク
ト
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
）
に

搭
載
さ
れ
て
い
る
1
／
2
．

3
イ
ン
チ
と
同
等
の
受
光
素

子
が
搭
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

コ
ン
デ
ジ
の
写
真
用
の
受

光
素
子
は
、
1
／
2
．
3
イ

ン
チ
、
1
／
1
．
7
イ
ン
チ

が
主
力
で
し
た
が
、
最
近
は

記
録
撮
影
を
主
体
に
ス
マ
ホ

が
主
流
と
な
り
コ
ン
デ
ジ
は

姿
を
消
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

１
イ
ン
チ
の
受
光
素
子
を

搭
載
し
て
い
る
ハ
イ
エ
ン
ド

コ
ン
デ
ジ
と
防
水
耐
久
型
の

機
種
の
み
が
生
き
残
っ
て
い

る
状
況
で
す
。

私
は
各
種
の
写
真
コ
ン
テ

ス
ト
の
審
査
員
を
務
め
て
お

り
ま
す
が
、
最
近
で
は
ス
マ

ホ
で
撮
影
さ
れ
た
作
品
が
多

く
見
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
最
初
は
ス
ナ
ッ

プ
写
真
が
主
流
で
し
た
が
、

最
近
で
は
風
景
写
真
も
多
く

応
募
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

ス
マ
ホ
作
品
の
特
徴
は
被

写
界
深
度
が
深
い
こ
と
、
暗

い
所
で
の
カ
メ
ラ
ブ
レ
が
少

な
い
こ
と
で
す
。

要
因
は
短
焦
点
距
離
の
レ

ン
ズ
が
搭
載
さ
れ
て
い
る
こ

と
、
電
子
シ
ャ
ッ
タ
ー
に
よ
り

シ
ャ
ッ
タ
ー
ブ
レ
が
な
い
こ

と
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
ま

す
。
写
真
の
諧
調
も
Ｈ
Ｄ
Ｒ

の
自
動
調
整
機
能
に
よ
り
整

っ
た
作
品
が
多
く
見
受
け
ら

れ
ま
す
。
画
質
も
展
覧
会
用

に
作
成
し
た
Ａ
３
位
ま
で
の

拡
大
作
品
で
は
問
題
な
い
よ

う
で
す
。
（
画
素
数
３
、
０

０
０
万
～
４
、
０
０
０
万
程

度
の
写
真
撮
影
を
重
視
し
た

ス
マ
ホ
）

ス
マ
ホ
を
お
使
い
の
方
が

多
い
と
思
い
ま
す
が
、
是
非

風
景
撮
影
も
楽
し
ん
で
下
さ

い
。

▼
ス
マ
ホ
写
真
の
特
徴

（
１
）
レ
ン
ズ
が
超
ワ
イ
ド

（
フ
ル
サ
イ
ズ
換
算
16
ｍ
ｍ

～
20
ｍ
ｍ
位
）
と
短
焦
点
の

た
め
被
写
界
深
度
が
深
く
ピ

ン
ト
合
わ
せ
不
要
。

（
２
）
遠
近
感
が
誇
張
さ
れ

る
の
で
近
い
被
写
体
を
強
調

で
き
る
。

（
３
）
電
子
シ
ャ
ッ
タ
ー
搭
載

に
よ
り
カ
メ
ラ
ブ
レ
し
難

い
。

（
４
）
Ｈ
Ｄ
Ｒ
等
に
よ
り
露

出
が
比
較
的
安
定
し
て
い

る
。

▼
ス
マ
ホ
撮
影
の
注
意
点

（
１
）
レ
ン
ズ
の
焦
点
距
離

が
短
い
た
め
周
辺
部
の
像
が

変
形
す
る
の
で
余
裕
を
も
っ

て
フ
レ
ー
ミ
ン
グ
し
て
プ
リ

ン
ト
の
と
き
調
整
す
る
。

メ
イ
ヨ
シ
ノ
で
覆
わ
れ
る
。
街

の
桜
が
終
わ
る
こ
ろ
見
頃
に

な
る
の
で
ゆ
っ
く
り
楽
し
め

る
。
枝
ぶ
り
を
み
な
が
ら
、
ど

う
七
ツ
森
の
峰
々
を
レ
イ
ア

ウ
ト
す
る
か
試
し
て
み
る
。
背

景
の
鎌
倉
山
の
斜
面
に
点
在

す
る
山
桜
も
気
に
な
る
。
こ
こ

か
ら
少
し
下
っ
た
と
こ
ろ
に
玉

ケ
池
が
あ
り
、
カ
タ
ク
リ
の
開

花
に
合
わ
せ
る
の
が
肝
要
。
こ

こ
は
七
ツ
森
へ
の
登
山
口
に

も
な
っ
て
お
り
、
イ
ノ
シ
シ
除

け
の
柵
を
越
え
て
い
く
。
ニ
リ

ン
ソ
ウ
、
キ
ク
ザ
キ
イ
チ
ゲ
や

ヤ
マ
ブ
キ
ソ
ウ
な
ど
が
咲
き

誇
る
。

一
方
、
七
ツ
森
湖
の
上
流

側
高
台
か
ら
は
、
湖
面
を
見
渡

す
こ
と
が
で
き
る
。
満
水
と
な

っ
た
芽
吹
き
の
季
節
に
は
水
没

林
が
美
し
い
。
光
の
方
向
を
見

て
新
緑
の
輝
き
を
捉
え
た
い
。

タ
イ
ミ
ン
グ
を
逃
す
と
葉
が

繁
り
水
面
も
隠
れ
、
新
緑
の
美

し
さ
が
見
え
な
く
な
っ
て
し
ま

う
。蛇

石
せ
せ
ら
ぎ
公
園
を
通

り
越
し
て
水
辺
に
近
づ
く
と
、

水
量
に
よ
っ
て
水
と
織
り
成
す

風
景
も
変
化
す
る
。
空
模
様
に

あ
わ
せ
て
映
り
込
み
等
も
楽
し

め
る
。
ま
た
、
西
側
の
蛇
石
せ

せ
ら
ぎ
の
森
に
入
る
と
、
自
然

観
察
コ
ー
ス
と
な
っ
て
お
り
、

静
か
な
里
山
散
策
が
味
わ
え

る
。立

輪
水
辺
公
園
の
紅
葉
の
見

ご
ろ
も
終
わ
る
頃
、
な
ん
と
季

節
外
れ
の
桜
が
咲
い
て
い
る
。

数
本
の
四
季
桜
（
？
）
が
あ

り
、
咲
き
出
し
も
花
付
き
も
年

に
よ
っ
て
違
い
、
ポ
ツ
リ
ポ
ツ

リ
と
ゆ
っ
く
り
咲
き
続
け
る
。

も
し
紅
葉
の
時
期
に
桜
の
花

に
出
会
い
れ
ば
幸
い
だ
。

▼
近
年
、
私
は
加
齢
と
共
に
体

力
の
衰
え
を
実
感
し
、
年
々

拍
車
が
か
か
っ
て
い
る
よ
う

に
思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

体
力
減
衰
の
進
行
に
伴
い
、

フ
ィ
ー
ル
ド
撮
影
の
都
度
に
感

じ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
は
、
携
行
撮
影
機
材

の
重
さ
が
負
担
に
感
じ
て
し

ま
う
こ
と
で
す
。

▼
高
齢
化
社
会
の
時
代
も
反
映

し
て
か
、
近
年
は
ミ
ラ
ー
レ
ス

一
眼
レ
フ
カ
メ
ラ
の
普
及
が

著
し
い
で
す
ね
。
し
か
し
、
ミ

ラ
ー
レ
ス
カ
メ
ラ
の
普
及
は

あ
り
が
た
い
の
で
す
が
、
私

の
眼
中
に
あ
る
カ
メ
ラ
ボ
デ

ィ
並
び
に
専
用
レ
ン
ズ
は
か

な
り
高
価
で
、
あ
と
何
年
撮

影
活
動
が
可
能
な
の
か
不
透

明
の
私
に
と
っ
て
は
投
資
に

躊
躇
し
て
お
り
ま
す
。

▼
こ
の
よ
う
な
体
力
事
情
と
撮

影
交
通
手
段
と
し
て
い
る
バ

ス
・
電
車
利
用
の
私
は
携
行

機
材
を
最
低
限
に
留
め
る
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。

口
径
の
大
き
い
レ
ン
ズ
は
重

い
の
で
、
極
力
外
し
ま
す
。
し

か
し
、
山
野
草
な
ど
の
撮
影

現
場
で
は
、
望
遠
や
マ
ク
ロ

レ
ン
ズ
を
用
い
て
被
写
体
前

後
の
ボ
ケ
効
果
を
演
出
し
た

く
な
り
ま
す
。

▼
し
か
し
、
携
行
レ
ン
ズ
に
こ

の
種
の
レ
ン
ズ
を
外
し
て
い

た
時
、
た
ま
た
ま
試
み
た
ボ

ケ
効
果
を
演
出
し
た
撮
影
体

験
を
記
し
て
見
ま
し
た
の

で
、
興
味
の
あ
る
方
は
お
試

し
く
だ
さ
い
。

▼
撮
影
現
場
で
の
被
写
体
の
生

育
条
件
が
密
集
、
或
い
は
群

生
し
て
い
る
場
合
、
視
界
内

域
で
特
定
し
た
被
写
体
を
ク

ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
し
て
、
そ
の
前

後
の
被
写
体
に
ボ
ケ
効
果
を

求
め
た
い
時
が
あ
り
ま
し
た

が
、
そ
の
場
面
で
試
み
た
手

順
を
以
下
に
記
し
て
み
ま

す
。

①
カ
メ
ラ
内
機
構
で
多
重
撮
影

機
能
に
設
定
し
、
多
重
露
出

制
御
で
２
枚
重
ね
加
算
ま
た

は
加
算
平
均
に
セ
ッ
ト
し
ま

す
。
（
「
繰
り
返
し
」
を
選
択

で
納
得
す
る
ま
で
撮
影
で
き

ま
す
）

②
フ
ォ
ー
カ
ス
ス
タ
イ
ル
を
マ

ニ
ュ
ア
ル
に
切
り
替
え
ま
す
。

③
撮
影
焦
点
距
離
ヘ
リ
コ
イ
ド

リ
ン
グ
を
回
し
、
フ
ァ
イ
ン
ダ

ー
内
で
、
お
好
み
の
ボ
ケ
具
合

を
定
め
て
一
枚
シ
ャ
ッ
タ
ー
を

切
り
ま
す
。
こ
の
時
、
距
離
域

は
無
限
距
離
側
に
リ
ン
グ
を

回
す
こ
と
で
お
好
み
の
ボ
ケ

具
合
が
得
ら
れ
ま
す
。

④
前
の
過
程
で
撮
影
し
た
ボ
ケ

画
像
の
上
に
、
次
は
お
気
に

入
り
の
花
一
輪
を
選
び
、
今

度
は
こ
れ
に
ピ
ン
ト
を
合
わ

せ
て
撮
影
し
ま
す
。

⑤
カ
メ
ラ
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
（
液

多
重
露
光
利
用
の
ボ
ケ
効
果

撮
影
を
試
み
て

高
瀬

英
雄

作

例

作

品

フ
ォ
ト
散
歩

七
ツ
森
湖
あ
た
り

秋
葉

健
一

編
集
後
記

▼
対
策
を
講
じ
て
４
月
の
撮
影
会
・

５
月
の
作
品
展
は
是
非
成
功
さ
せ
ま

し
ょ
う
。

▼
お
知
り
合
い
の
方
へ
の
新
規
入
会

お
声
が
け
も
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

晶
モ
ニ
タ
ー
）
に
撮
影
済
画
像

を
再
生
し
て
、
イ
メ
ー
ジ
し
た

画
像
が
得
ら
れ
た
か
を
確
認

し
、
も
し
満
足
で
き
な
け
れ

ば
、
③
と
④
の
撮
影
順
を
変
え

て
効
果
が
得
ら
れ
る
場
合
も

あ
り
ま
す
の
で
付
言
し
て
お

き
ま
す
。

こ
れ
で
終
了
で
す
。

▼
前
述
し
た
③
～
④
の
過
程
を

繰
り
返
し
満
足
で
き
る
ま
で

続
け
る
こ
と
で
す
。

▼
以
上
、
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
だ

か
ら
こ
そ
可
能
な
ボ
ケ
効
果

を
求
め
た
撮
影
試
行
体
験
を

ご
紹
介
し
ま
し
た
が
、
成
功
確

率
を
高
め
る
た
め
、
更
な
る
試

行
錯
誤
を
行
い
た
い
と
思
い

ま
す
。

ご
参
考
ま
で
、
作
例
を
添
付

し
ま
す
。

冬
季
は
水
位
も
下
が
り
、
い

つ
も
は
水
面
下
に
あ
る
岸
辺

も
見
え
て
く
る
。
水
辺
の
雪
景

色
や
凍
結
の
様
子
を
光
の
具

合
を
見
な
が
ら
写
し
て
み
る
。

時
々
刻
々
と
変
わ
る
冬
景
色

を
追
う
の
も
ま
た
楽
し
い
。

た
だ
、
足
元
に
は
十
分
注
意

し
よ
う
。

作

例

作

品

（

１

）

芽 吹 き の こ ろ

咲き誇る桜

（
２
）
同
じ
く
短
焦
点
に
よ
り
遠

景
撮
影
は
像
が
縮
小
さ
れ
て
不

利
、
前
景
を
活
用
す
る
。

（
３
）
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
使
用
機
は

マ
イ
ク
ロ
Ｓ
Ｄ
カ
ー
ド
が
使
用
で

き
る
の
で
使
用
範
囲
が
拡
大
さ
れ

る
。

▼
作
例
写
真

（
１
）
柿
の
写
真
は
コ
ン
デ
ジ
の

広
角
28
ｍ
ｍ
（
フ
ル
サ
イ
ズ
換

算
）
で
撮
影

（
２
）
ひ
ま
わ
り
は
ス
マ
ホ
で
被

写
体
に
接
近
し
て
撮
影

作

例

作

品

（

２

）

風

景

写

真

と

デ

ジ

タ

ル

写

真-

９

「
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
よ
る
風
景
写
真
の
撮
影
」

竹
内

正


